
我

国

初

勘期

観

音

信

仰

の

形

成

過

程

成

田

俊

治

一

日
本

仏

教
信

仰

史

を
見

る
時

、
現

世
利

益

を

王

と
す

る
も

の
と

、

未
来

往

生

を
願

う

未
来

信
仰

の
二

つ
に
大

別
出

来

る
事

は
否
定

出

来

な

い
事
実

で
あ

る
。

し

か

し

こ

の
二
方

向
が

全

然

別
個

の
形

と

し
て
存

在

す

る
も

の

で
は

な
く

、
現

世

的

な

も

の
と

未
来

的

な

も

の
と

が
両
者

相

ま

つ
て
信

仰

史

を
形

造

つ
て

い
る
と

云
え

る
。
初

期

に
於

け

る
信

仰

が

、
現

世

を
肯

定

し

、

し

か
も
未

来

を

も
認

め
る

と

云
う

立
場

か
ら

、
中

世

に
於

け

る

一
応

現

世

を

否
定

し
未

来

の

み
認

め

る
と

い
う

立

場

に
展

開

し
て
行

く

過
程

そ

の
も

の
に
信

仰

の
歴

史

が

あ
る
わ

け

で
あ
り

、

そ

れ

は
他

面

浸
本

人

の
精
神

の
成

長

を
意

味

す

る

も

の

で
あ

る
。

さ

て
、

仏
教

伝

来
当

初

の
宗

教
意
識

は
、

生
活

に
直
接

関

連

の
あ

る

も
め

、
自

己

の
生
活

の
上

に
関

係

あ

る

も

の
を

神

と

し

て

い
た
為

、

多
神

教
的

な

色
彩

を
持

つ
て

お
り

、

生
産

関

係

、
自

然
現

象
、

天

変
地

異

を

そ

の

対
象

と

し
て

い
た
。

そ
し

て
神

を
意
識

す

る
場

合

、
対
象

と

な
る

そ

の
も

の
自

体

を
直

ち

に
神

と
考

え

る
場

合

と

、

そ

の
対

象

と

な
る

も

の

の
中

に
内

在

し
働

く

m
や
捗
同
陣
d
な

も
の
を
意
識

す

る
場
合

と

の
両

面

の
淙

教
意

識

を
持

つ
て

い
た

の

で
あ

る
。

こ
う

し

た

自

己
の
生
活

の
場

に
神

を
意

識

し
、
対

象

物

そ
の
も

の
或
・は
そ

の
内

に

働

く

o◎
唱
陣
同
陣
け

な
も

の
を
意

識
す

る

と

云
う
宗

教

意

識

を
持

つ
古

代

人

が

、

こ

こ
に
新

し

い
宗

教

、
深
遠

な

仏

教

を

受
容

す

る
場

合

、
未

だ
未

来

と

か
、
将

来

と

か

云
う

無
形

の
世
界

、

心

の
世
界

と

云
う

事

は

全
く
関

心
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外

で
あ

つ
た

に
違

い
な

い
。

そ

れ
よ
り

も

仏
教

の
も

つ
現

世
利

益

的

な

も

の

へ
の
願
望

、

即

ち
生

活

を

と

り
ま

く

諸
制

約

に
悩

ま

さ

れ
、
・
天
変
地

異

に
驚

か

さ

粗
、
夂

病

甚
、

難
産

に
苦

し

ん
だ
あ

げ

く

、
除

災

、
疾
病

平

癒

或

は
受

胎
安

産

と
云

う
生

活

に
於

け

る
福
徳

利

益

を

そ

の
日
酌

と

す

る
願

望

し

か
持

た

な
か

つ
た

の
で
あ

る
。

そ

し

て
仏

教

そ

れ
自

体

は
、
現

世

と

云

う
限

界

に
於

で
始

め

て
当

蒔

の
人

々
の
前

に
浮

び
上

つ
て
来

た

の
で
あ

る
。

こ

ζ
に
仏

教

の
現

世

利

益
信

仰

が
仏

教

受
容

の

一
面

と

し

て
取
上

げ

ら

れ
る
わ

け

で
あ

る
。

本
稿

で

は

そ

の
中

特

に
観

音
信

仰

に

つ
い
て

そ

の
信

仰

が
形

成

さ

れ
て
行

く

過
程

を
考

え

て

み
た

い
と
思

う

。

二

観
音

信
仰

の
形
成

が
何
時

か

ら
か

と
云

う

明
確

な
解

答

を
得

る
事

は

出
来

な

い
。

何

故

な

ら
ば

伝
来

初

期

の

信

仰

が

、

そ

の
対

象

が
釈

迦

、
薬

師

、
或

は
観
音

で
あ

る

を
問

わ

ず

、

そ

こ
に

は
何
等

個
.別

的

な
意
義

を
認

め

る

事

は
出

来

な

い
か

ら

で
あ

る
。
釈

迦

艨

ξ
あ

れ

、
又
薬

師

、

彌
勒

、
観
音

の
線

で
あ

れ
、

全

て
画

一
的

に
人

生

の
最

大
苦

で
あ

る
疾
・病

の
平

癒

、
除

災

招

福

を
祈

念

し

、
或

は
追

善

供
養

す

る
為

の

も

の

で

あ

つ
た
。

か

の

法

隆

寺

釈

迦
如

来

及
両
脇

侍
豫

の
銘

が
除
病

思

想

を
現

わ

し
、

又

同

じ
く
法

隆
寺

の
献

納

御

物

の
如
意
輪

観
音

縁

銘

は
追

善

供
養

を
現

わ

し

て

い
る

の
を

み
て
も

明

ち

か

で
あ

る
。

し
か

し

な

が

ら
時

代

の
経

過

と

共

に
仏
教

の

教
理

の
理

解

が
深

め

ら

れ
て
行

く

に
従

い
、
素
朴

な
信

仰

に
止

つ
て

い
る

の
み

で
は

な
く

、

そ

こ
に
精

神

的

に
或

る
程

度

成
長

し

た
人
間

の
意
志

を
通

し

て

そ

れ

ぞ
れ

の
仏

豫

が
作

ら

れ
信

仰

さ

れ

る

よ
う

に

な

つ
た

の

で

あ

る
。
し
か

し
先

に
述

べ
た
如

く
仏

教

に
対

す

る
信

仰

が
画

一
離

で
あ

つ
た

に
せ
よ

、
数

多

く

の
観
音

像

が
作

ら

れ

て

い
る
事

は

一
応

注

目
し

な
け

れ
ば

な
ら

な

い
。

で
ば

造

鎌

の
面

か

ら
そ

れ
が

観

音
信

仰

と

は
云

え

な

い
ま

で

も

、

飛
鳥

、

白
鳳

を

通

じ

て
齷

音
像

の
造
豫

を

取
り
上

げ
て

み
よ

う
。
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先

ず

聖
徳

太

子

の
救
世

の
誓

願

よ
り
自

ら
を

モ
デ

ル
と

し
て
造

ら

わ
た
と

云

う
救
世

観

音

が

観

音
像

と

し

て

我

国

最

古

の
も

の
と
云

わ

れ

て

お
り
、

天
平

宝
字

五

年

(
A
⊃

七

六

一
)

の
法

隆

寺
資

財

帳
.に

「
上
宮

王
等

身

観
世

音
菩
薩

木

像

壱

驅

金
箔

押

」

と
あ

る

の

は
此

の
像

を

指

し

て

い
る

も

の

で
あ

る
。

銘

あ

る

も

の
と

し

て

「
大

和
国

斑
鳩

寺

金
銅

二
臂

観
音

座

跌

レ
な

辛

亥

年

(
五

九

一
)

七

月
+

日
記

笠

評

君

名
大

古

臣
辛

丑
日

□
去
辰

時

故

児
在

布
奈

太
利

古
臣

又
伯

在
建

古

臣

二

人
志

願

」

と
あ

る
。
笠

評

君

名

は
大
古

の
臣

と

い
う

、
辛
亥

の
年

七

月
十

日

に
逝

去

し

た
、

そ

こ

で
そ

の
児

の
布
奈

利

古

の
臣

と
、
伯

父

に
あ

た

る
建

古

の
臣

と

の
二

人

が
、
辛

丑

の
日

に
願

主
と

な
り
此

の
傑

を
造

立

し

た
と

云

う
意

味

で
、

辛
亥

の
年

は
崇

峻

天
皇

四

年

か
、

孝
徳

天
皇

白

雉

二

年

か

は
問
題

と
さ

れ

て

い
る

が
、

大
体

白
雑

二
年

と

さ

れ
て

い
る
。

も

し
崇
峻

天

皇

四
年

と

す

る

な
ら

ば
、
記

録

を

有

す

る
最
古

の
も

の
と

云

わ

ね

ば
な

ら

な

い
。

又
法

隆

寺

献
納

御
物

の
如

意
輪

観
音
像

は

「
歳

次
丙

寅

正

月

十

八

日
記

高

屋

大
夫

為

分
韓

婦

夫

人
名

阿

麻
古

願

南
無

頂

礼
作

奏

也
」

の
銘

あ

り
、

丙
寅

の
年

は
推
古

天

皇

十
四

年

(
六

〇

六
)

で
あ
り
、

そ

の
年

の
製

作

で
あ

る
。

又

河
内

観

心
寺

観

世
音

菩
薩

造
像

記

に

は
、

「
戌

午

年
十

二
月
為

命

過

名
伊

之
沙

古
而

其

妻

汗

麻
尾
古

敬

造

彌
陀

仏
像

以
此

功
徳

願

過
往

其

夫

及
以

七

世

父

母

生
生

世

世

恒

生
浄

土

及
至

法

界
衆

生

悉
同

此
願

(
耳
)

」
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と

あ
り
戌

午

の
年

は
斉

明
戌

午

四
年

(
六
五
八
)

の
事

で
あ

る
。

又

出
雲

魴

淵

寺

観
音

菩

薩
像

に

「
壬
辰

年

五
月

出
雲

国
若

倭

部
臣
徳

太
理
為

父
母
奉

作

菩

薩

」

ひ
銘

が

み
り

、
持

統

壬
辰

六
年

(
六
九

二
)

の
作

で
あ

る
。

更

に
法
隆

寺

観
音

菩

薩
像

に
も

「
甲

午

年

三

月
十

八

日
鵤

ガ
寺

徳

聡

法

師
片

輦

王
寺

令

弁
法

師

飛

鳥
寺

弁

聡

法

師

三
僧

所

生

父
母

報
恩

敬

奉

観

世
音

菩
薩

像

依

此
小

善

根

令

得
無

生
法

忍

乃

至

六
道

四
生

衆

生
倶

成
正

覚

」

の
銘

が

あ

つ
て

、
持
統

甲
午

八

年

(
六

九
四
4

の
像

で
あ
る

。

以

上

現
存

す
る

観
音

像

を

年
代

順

に
挙

げ

て

み
た

の

で
あ

る

が
、
之

等

造
艨

の
共

通

す

る
所

は

、

そ

の
意

図

が
七

世

父
母

の
為

の
追
善

供
養

の
為

の
も

の

で
あ
り

、

こ

れ
を
他

の
豫

の
製

作
意

図

と
比
較

し
て

み
る

と

、
例

え

ば

法
隆

寺

献
納

御
物

の
中
甲

寅

年

三

月
廿

六
日

の
銘

が
あ

る
釈

迦

如
来

像
光
背

に

は

「
甲
寅

年

三

月
廿

六

日
第

子

王

延
孫

奉

現

在

父
母

敬

造

金
銅

釈
迦

艨

　
駆

願

父
母

乗
此

功
徳

現

身

安

穏
生
生

世

世
不
経

三
塗

遠
離

八
難

速

生
浄

生
浄

土

見

仏

聞

法
」

と

あ
り

、

又

同

じ

く
法
隆

寺

釈

邏
如

来

光
背

銘

に
も

「
戌
子

焦
、
+

二
月
+

五

日
朝

風

文
将

摩
済

師

慧

燈

為
嗽

加

大

臣
誓

願

敬

造
仏

像

以
此

願

力

七
世

四
恩

六
道

四

生

倶
成

正
覚

」

と
あ

つ
て
、
観

音

像
　
の
造
嫁

意

図

と
全

く

同

一
の
意

図

の
も

と

に
造

像

し

て

い
る

の

で
あ
る

。

こ

の
事
は
、

当

時

玲
造

像

の
意

図

が
何
仏

に
限

ら

ず

七
世

父
母

の
追
善

供
養

の
為

で
あ

り

、
或

る
特

定

の
仏
像

を
作

る
と
云

う

よ
り

、
造

を
作

る
そ

の
事

が
供

養

に

な
り
功

徳

に
な

る
と

考

え

ら

れ

て

い
た

か

ら

で
あ

ろ
う
。

次

に
既

に
挙

げ

た
も

の
以

外

に
記

録

の

み
さ

れ

て
い
る

も
の

と

し

て

は

『
日
本

書
紀

』

巻
之

二
十

九
、
朱
鳥

元

年

(
六
八

六
)

の
条

に

、
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「
諸
王
臣
等
為
灰
皇
造
褫
音
像
測

鋭
観
世
音
経
」

と
あ
り
、
又
同
じ
く
書
紀
巻
之

三
十
、
持
統
天
皇

三
年

(
六
八

九
)

の
条

に
も
、

「
獣
金
銅

阿
彌
陀
像
金
銅
観
世
音
菩
薩
縁
大
勢
至
菩
薩
像
各

一
駆
綵
錦
綾
」

と
あ
り
、

又

こ
れ
が
事
実

か
口
伝
か

は
別
と
し

て

『
扶
桑
略
記

』
第
三
、
推
古

天
皇

三
年

(
五
九
五
)

乙
卯
春

の
条

に

「
土
佐
南
海

夜
有
次
光
一

其
声
如
し雷

経
諦
箇

日
{

夏
四
月

着

談
路
島
南
葺

其
大

一
囲

長
八
尺
余

其

香
異
薫

貢
獄
朝

葦

島
人
不
ヒ知

交
レ薪
多
焼

太
子
奏
日

是

日

是
為
牲
水
香
一

此
木
名
称
檀

香
木

生
南
天
竺
南
海
之
岸

夏

日
諸
馳
相
繞
此
木

冷
故
也

人
以
矢
射

冬
月
地
蟄

折
而
採
之

其
実
鶏
舌

　

ニ

リ

レ

ニ
其
花
丁
子

其
脂
薫
陸

沈
r水
久
者

為
瀰
水
委
不
ゼ久
者
為
桟
香
}

而
今
陸
下
興
軽
釈
教
鰤

肇
造
私
糞

故

釈
梵
遷

徳

漂
遥
此
露

即
有
レ勅

冷
岬着
済

工
刻
遭
檀
像
一
詐
観
世
音
菩
薩
高
数

尺
樹

安
張
口
野

比
蘇
博

時

々
諏
光
し

と
あ
り
、
勿
論

こ
の
豫

は
現
存

し
て
お
ら
な

い
が
、

『
日
本
書
紀
臆
巻
之

二
十

二

推
古
天
皇
三
年
夏
四
月

の

条

に三

年
夏
四
月
沈
水
馨

於
淡
路
島
讓
大

一
囲
嶋
入
不
レ知
読

遮
以
交
噺

暴

竈
喚

烟
気
遠
薫
則
異
以
讚
之
云

云

」

の
itnc
事

に
よ

り

て

、

こ

の

「
扶
桑

略

記

レ
或

は

『
聖
徳

太
子

伝
暦

』
巻
上

が

「
即
有
」勅

命
有

済

工
㎜刻
一造
檀

像

作
一観

音
笠
、
薩

高
数

尺
一

安
㍉
口
野

比
蘇

寺
一時

々
放
L光

」

と

云
う
様

に
潤

色

し

た
も

の
で
あ

る
と

思
わ

れ
る
。

以

上

仏
教

信
仰

の
中

観
音

に
関

す

る

も

の
を
造

像

の
面

か

ら

ピ

ツ
ク

ア

ツ
ブ

し

た
わ

け

で
あ

る

が
、
大

体

推
古

飛

鳥
時

代

に
於

て

は
、

そ

の
存

在

を
裏

付

け

る
確

証

が

な

か

つ
た
観
音

鱇

が
、
奈

良
前

期

即
ち

白

鳳
時

代

に
な

つ
て
多

く

の
観
音

像
が

作

ら
れ

た
事

は

、
勿
論

各

仏

像

と
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も
共

通

し

た
作

製
意

図

に

は
違

い
な

い
が

、

そ

こ

に
何

等

か

の

観
音

に
対

す

る
意

識

が

あ

つ
た

の
で

は
な

か

ろ

う
か
。
さ

て
、

以

上

の

如

き
造

像

の
限

り

に
於

て

は
観

音

信

仰

の
特

殊
性

を
見

出
す

事

は
出
来

な

か

つ
た
が
、

し

か

し
観
音

に
対

す

る
信

仰

が
漸

次

形

造

ら

れ

つ

つ
あ

る
事

を
見

逃

し

て

は

な

ら

な

い
。

信

仰

と

云

う

も

の
が
.

そ

れ
が

賃
本

古

来

の
固

有
信

仰

と

し

て

伝
承

さ
れ

た

も
の

は

別

と
し

て
、

外
来

の
輸

入

さ
れ

た
仏

教

の

場
合
、

そ

の
仏

、
菩

薩

の
性

質

或

は

弘
誓

、

功
徳

を
説

く

経
典

の
輸

入

、

理
解

、

そ
し

て

そ

れ
等

経
典

の
講

経
、

読

誦
等

に
よ
り

そ

の
信
仰

が
誓

及

高

潮

せ
ら

れ

て
行

く

と
云

う
事

は

云

う
迄

も
な

い
事

で

あ

る
。

こ

の
意
味

か
ら

観
音

に
対

す

る

信
仰

が

形

造
ら

れ

つ

つ
あ

る

と
云

う

そ

の
裏

付

け

と

な
る

も

の
は
、

ひ

と
え

に
法
華

経

の
輸

入
、

そ

の
理

解

に
よ

る

も
の

で

あ

る
。

特

に
聖
徳

太
子

の
仏

教

に
対

す

る

理
解

、

そ

の
興

隆

に
意

を
注

が

れ
た

事

に
注

霧
さ

れ

る
。

欽

明
芙

皇

の
御

代

に
仏

教

が

我

国

に
伝

来

し

て
以

来
、

幾

何

も

な

く
法

華

経

の
伝

来

が

あ

つ
た
事

は
、

そ

の

後

約

五
十

年

を
過

ぎ

た
推

占
天

皇
十

四
年

(
六
〇

六
)

に
太
子

が
法

華

経

を
講

ぜ

ら

れ

た
記
事

を
見

出
す

事

に

よ
り

当
時

既

に
法

華

経

が

伝

来

さ

れ
、

経

典
研

究

が

行

わ

れ

て

い
た
事

を

意

味
す

る

も

の

で
あ

ろ

う
。

『
書
紀

』

二
十

二
、

推

古
天

皇
十

五

年

(
六

〇

七

)

の
条

に
・、

七

月
小

野

妹
子

を
隋

に
遣

わ

し

た
記
事

が

あ
り
、

又

『
太

子
伝
暦

』

上
等

に

も
妹

子

に

命

じ

て
法

・華
経

を
持

ち
帰

ら

せ
た

と

あ

る
が
、

一
年
前

に

そ

の
講

経

が

あ

つ
た

事

か
ら

.

そ

れ

は

当
時

中

困

で

の
「諸

学

匠

の

法
華
・経

の
注

釈

書

の
輸

入

を

目
的

と

し

た

の

で
は

な

か

つ
た

か
と
思

わ
れ

る
⇔

次

い
で
推

古
夫

皇

二
十

二
年

(
六

一
四

)

正

月

、

太

子

は

『
法
華

経
義

疏

』

の
製

作

を
始

め

ら

れ
、

翌

年
四

月

に
完

成
さ

れ

て

い
る
。
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時

代

は
下

る

が

正
倉

院

文

書

に
よ

れ

ば
、

天

平
時

代

に

『
法

華

経
義

記

』
法

雲

『
法

華

玄

義

』

『
法
華

玄

賛

嶋

『
法

華

文

句

籔

『
摩

誨
止

観

』
智

顕

『
法

華

義

疏

』

『
法

華

玄

論

』

『
法

華

統

略

』

『
法

華

遊

意
』

吉
蔵

等

の

講
讃
、

注
疏

が
、

書

写

読

誦

さ

れ

て

い
る

の
を

見

て
も
、

天
平
時

代

に
は
既

に
法
華

経

に
対
す

る
研

究

が
盛

ん

に
行

わ
れ

て
,い
た
事

が
窺

わ

れ

る

の
で

あ

る
。

以

上
仏

教
伝

来

初

期

に
於

け

る
観

音

に
関

す

る

も

の

を
挙

げ

た

の

で
あ

る

が
、

当
時

に
果

し

て
観

音

に
対

す

る
信

仰

と

し

て

圃
つ

の
纒

つ
た

も

の

が

あ

つ

た

と
は
断

定

出

来

な

い
り

何

故

な

ら

ば
、

観

音
像

の
作

製

が
、
或

は
又
法

華

経

の
講

経
、

注

疏

等

が
観

音

の
特

殊

性

を
意

識

し

て

の
、

観

音

に
対

す

る
信

仰

を
形

成

せ
し

め

ん
が

為

の

も

の

で

あ

る

と
は

云

え

な

い

か
ら

で
あ

る
。

太

子

の

『
法

華

経
義

疏

』

の
作

製

が
、

観

音
菩

薩

を
意

識

し

て
の

も
の

で

あ

つ
た
と

云

う
事

は
出

来

な

い
。

む

し

ろ

太
子

自

身
、

法
華

経

は
万
善

同
帰

の
教

と
し

て

国
民

の

文
化

向

上
を

目

的

と

さ
れ

て

い

る
の

で

あ

る
.

し

か

ら

ば
初

期

に
於

け

る
観

音

に
対

す

る
信
仰

は
全

く
否

定

さ

れ
る

も

の
で

あ

ろ
う

か
。

否
、

た

と

え
観

音

が

意

識

さ

れ
な

く

て

も
、

そ

の
性

質

が
充

分

に
理
解

さ

れ

て

い
な
く

て
も
、

そ

こ

に
立

派

な
観

音

嫁

が
多

く
作

ら

れ

て

い

る
事

実

、

又
法

華
経

の
講

経

、

注

疏

が
特

別

に
観

音
菩

薩

に
留

意
せ
ら

れ

て

お

ら
な

く

て
も
、

観
音

普

門
品

も

共

に
講

経

注
・疏

が

行

わ

れ

て

い

る
以

上
、

人

々
の
間

に
漸

次

観

音
菩

薩

の
性

格

が
理

解

さ
れ

つ

つ
あ
り
、

又

造

像

の
度

毎

に
そ

の
性

質

を
把
握

し

て
行

く

も

の
で

あ

る
と

云

い
得

る

の

で
は
な

か
ろ

う

か
。

こ
の
事

が
首

肯

さ

れ
る

な

ら

ば

こ

こ

に
我

国

の
観

音

の
対

す

る
信
仰

の
萌
芽

を
見

出
す

事

が
出

来

る

の
で

あ
る
。

三

こ
う

し

た
観

音

に

対
す

る

信
仰

の
萌
芽

は

天

平
時

代

に
入

る

と
可

成

り

明
瞭

に

そ
の
姿

を

現
わ

し

て
来

た
の
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で
あ

る
。

先

ず

正
倉

院

文

書

か
ら

窺

い
知

れ

る
写

経

の
面

か
ら
之

を
考

察

す

る

に
、

正
倉

院

文

書

に

は
数

多

く

の
経
典

が
書

写

さ

れ
て

い
る
事

を
伝

え

て

い
る
が

、

そ

の
中

特

に
法

華

経

が
最

も
多
く

、

一
二
、

三

八

四
巻

の

多
き

に
達

し

て

お

り
、

以
下

大

般

若

経

、

華

厳

経

、

寿

量

品
、

金

醐

般
若

経
、

般

若

心
経

、

観

音
経
、

千

手

千

眼
陀

羅

尼

と

続

き
、

法

華

経

普

門

品

を
独

立

せ
し

め

た
観

音

経

も

二
、

三

〇

〇
巻

を
数

え

て

い
る
。

こ
う

し

た

数

の
上

か

ら
見

た

場
合

、

法

華

経

が
最

も
多

く
、

又

観

音
経

も
非

常

に
多

い
と

云
う
事

実

は
、

法

華

経

が
現

世

利
益

を
説

く

も

の

で

あ

る

か
ら

、

当

代

の
巍

実

主
義

的

な
時

代

思
潮

と

咽
致

し

た

も

の
で

あ

る
と
考

え

ら

れ
、

又
之

即
ち

観
音

の

理

解

に

よ

る

観
音

に
対

す

る
信

仰

の

一
面

を
物

語

っ
て

い
る

も

の

で
あ

ろ
う
。

そ

の
写

経

の

意
図

が

ど
の

様

な
も

の

で

あ

つ
た

か

ば
、

勿

論

写

経

の
本

質

が
、

印
劇

衛

の
発

達

を

見

な

か

つ
た

当
時

に
あ

つ

て
、

経

興

の
護

持

と

云
う

事

に

あ
る

に

せ

よ
、

各

階
級

の
生

活

態
度

、

或

は

宗
教
的

背

景

の
も

と

に
そ

れ
ぞ

れ

意
図
を

持

つ

て

い
た

に
違

い

な

い
。

そ

の
間

の
事

情

は

そ

の
経
典

奥

書
抜

語

に

よ

つ

て
知

る

事

が
出

来

る
旧

現

存

の
観

音

思

想

経

典

古

写

経

跋

文

の
場

合

「
天

平

六
年

歳
存

甲

戌

如

写

、

写

経

司

治

鄰
卿

従

四

位

上

門
部

王

屮

の
記

あ

る
観

世

音
菩

薩
受

記

経

の
奥

書

跋

文

に

よ
れ

ば

「
朕

以

萬
機

之

畷
、

披

覧

典

籍

、

全

身

延

命

、

安

民
存

業

者

、
経

史

之
中

.

釈

教
最

上
、

由
是

仰

憑

三
宝
帰

依

一
乗

敬

写
"
一
切

経

巻

軸

已

訖

読

之

者

以

至
誠

心

上
為

国

家

下

及

生
類

乞
索

百
年

祈
薦

萬

福

聞

之

者

無
量

劫

間

不

堕

悪

趣

遠

離

此

網

倶

登

彼
岸

」

と
あ

つ
て
、

写

経

に

よ

つ
て

上

は
国

家

、

下

は
全

て

の
生

類

の
幸
福

繁

栄

を
祈

り
、

又
此

土

を
離

れ
彼
岸

に
達

す
る
事

を

示

し

て

い

る
。

又
天

平
勝

宝

四

年

の
妙

法

蓮

華

経

巻

八

の
写

経
後

跋

に

は

「
天

平
勝

宝

四

年

歳

次

壬
辰

孟

秋

七
月

廿

二

日
丙

寅

之
夜

為

除
桑

原

忌
寸

比

良

人
之

病

館

内

諸
人

大

発

願

so
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奉

写

法
華

経

八

巻
」

と
あ

り
、

之

は

明

ら

か

に
疾

病

平

癒

の
為

に
法
華

経

を
書

写

し

て

い
る
。

こ
の

二
例

の

み

で

は
信

仰

の
性

格

を

把
握

す

る

に
は

充
分

で

は

な

い
が
、

(他

に

あ

つ
て

も
書

写

年
月

の

み
挙
げ

て

い
る

関

係

で

そ
れ
等

か
ら

性
格

を
取

り
出

す
事

は

不

可
能

で

あ

る
。

)

前

者

は
勅

旨

経

と

し

て
国
家

の
手

で
、

国
家

の
為

、
後

者

が
個
人

的

な

疾

病
平

癒

の
為

で

あ

つ
た
事

は
、

観

音

に
対

す

る
信
仰

が
巾

の

広

い
且

層

の
深

い
現

世

利
益

的

な
も

の

で

あ

つ

た
事

が

窺

わ
れ
、

正

倉
院

文

書

に

示

す
観

音

思
想

経
典

の

写
経

の
数

の
多

い
事

と
考

え
合

せ
る
時

一
応

限

ら

れ

た
階

級

の
間

に
だ

け

で

は

あ

る

が
観

音
信

仰

が
行

わ

れ

て

い
た
事

が
想

像

さ

れ

る

の

で
あ

る
。

こ
う

し

た
現

世

利

益

的

な
信

仰

の
現

れ

は
、

国

家

の
宗

教

意

識

と

し

て
も

現

わ

れ
、て

い
る
。

即
ち

『
続

記
』

神
霾

五
年

八
月

の
条

に

「
勅
皇

太
子

寝

病

経

日

不
愈

自

非

三
宝

威

力

何

能
解

脱

患

苦

因
茲

敬

造

観

世
音
菩

薩

像

一
百

七
十

七

魑
#
経

一
百

七
十

七
巻

礼

仏

転
経

一
日

行
道

縁
此

功
徳

欲
得

平

復

」

と
皇

太
子

の
病

の

一
日
も
早

く
平

癒

せ

ん

が
為

に
観

音
嫁

百

七
十

七
軈

、
観

音

経

百

七
十

七
巻

を
造
写

し

て
お

り
、

又
、

天

平

十

二

年
九
月

の
条

に
、

広
嗣

の
乱

を
討

治

せ
ん

が
為

に

「
勅
四

畿

内

七
道

諸

国

日
比
来

縁

筑
紫
境

有

不
軌

之

臣

命
軍

討
伐

願

依

墾
鮪

欲
安

百
姓

故
今

国
別
造

観
音

菩

薩
像

一
驅
高

七
尺

井

写

観

世

音
経

一
十

巻

」

と
あ
る

如
く
、

国
別

に
観

音
像

、

及
び

観

音
経

十
巻

を

そ

れ
ぞ

れ
造

り

書
写

せ
し

め

て

い
る
.

こ

う
し

た
事
実

か
ら
推

し

て

も

観
音

菩
薩

を

信
仰

す

る
事

は
、
疾

病

平
癒
、

国

家
安

穏
等

現

壁

利
益

を
そ

の
目

的

と
し

て

い
る

こ
と
が

う

か

が
わ

れ

る
。

其

他

天
平

十

三

年

の
各
国

に
国

分

寺
、

国

分
尼

寺

を
建

て
、

丈

六
の
仏

縁

を
造

り

金

光
明

最
勝

王
経

と
共

に
法

華

経

各

十

部

を
書

写

せ
し

め

た
事

や
、

聖

武

天
皇

の
為

に
法

華

経

一
千

部

を
書

写

し

S/



て
い
る

事
等

は

こ

う
し

た
亠畢
を
推

察

せ
し

め

る
も

⑳

で

あ

る
℃

又
か

く

の

如
き

写

経
或

は

造

像

と

い

う
・形

で
、
表

面

に
現

わ
れ
た

も

の

の
他

に
、

内

面
的

な
希

求

、

願

望
、

或

は
奇

瑞

も
見

出

す

事

が

出

来

る
。

即
ち
家

伝

上
,に

「
至

秋

七
月
、

天

皇
御

体

不

念
、

於

是

大

臣

中

心
危

懼
、

祈

疇

神

祗

、

亦

依

三
宝

、

敦
求

眉

寿
、

壁

嫁

申

臂

而

摩

頂

観

音

寄

夢

以

現

空

τ聖

応
有

所

煥

然

明
矣

」

と
あ

り
夂

「
加

似

出
家

帰

仏

死
必

有

法

具

故

賜
純

金

香
炉

、
持

此

香

炉

、

如

汝
誓

願

従

観

音
菩

薩

之
後

到

兜
率

4

陀

天
之

上

日

日
夜

夜

聴

彌

勒

之

妙

説

朝

朝

暮

暮

転

真

如
之

法

輪

」

と

あ
る

如

く
、

家
鼠

の
作

者

藤

原
仲

麿

は
、

彼

の
祖

先

で

あ

る
鎌

足

の
』伝
記

の
中

で
、

当
時

の
斉

明
帝

の
病

に

対

し
、

神

に
祈

嚼

し
又

三
宝

を
敬

つ
て
病

の
平

癒

を
祈

り

、
夢

に
観

音

が
舞

わ
れ

た
と
云

う
奇

瑞

を
表

わ

し

た

事

を
記

し
、

又
後

者

が

現

実

的

な
彌

勒

信

仰

を
表

わ

し

て

い
る

と
共

に
、

観

音

の
導

き

に
よ

つ
て
兜

率

天

に
到

る
と

云
う

事

は
、

敦

煙

の
引

路

観

音

の
影

響

を

受

け

て

い
る

も

の
と

思

わ

れ
る

の

で
あ

る
。

其

他

南
天

竺
波

羅

門
僧

正
碑

拝
序

に
も

「
臨
終

告

諸
弟

子

云
、

吾
常

観

清
性

直

厳

自
性

身

而

猶
尊

重
彌

陀

景
仰

観

音

汝
曹

宜

吾
帑

蔵

衣

物

奉

造
阿

彌

陀
浄

土

又

云
吾

生
存

之

日

普

為

四

恩

奉

造
如

意
輪

菩

薩

像
」

と
記

し
、

又
、

唐

大
和

上
東

征

伝

に

も

「
去
岸

漸

遠

風

急
波

峻

水

黒

如

墨

沸

浪

一
透

如

上
高

山

怒
濤

再
至

似

入

深
谷

人

皆
荒
酔

但

叫
観

音

」

と
あ

る

を

見

て

も
、

こ
う

し

た
人

々

に
も
観

音

像

が

四
恩

の
為

に
作

ら

れ
、

又
彌

陀

と
共

に
観
音

が
信

仰

さ

れ
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更

に
航

海

の
途

上

の
風

雨

に

「
但
叫

観

音

」

の
欝

葉

か

ら
察

せ
ら

れ

る
如

く
、

思

わ
ず

観

音

に
救

い
を

求

め
る

姿
、

こ
う

し

た
姿

が
既

に
中

国

の
法

顕

に
も
見

ら

れ

る

と

し

て
も
、

斯

の

如
き

記
事

を
書

か

し

め

た
そ

の
事

は

当
時

の
観

音

に
関

す

る
性

格

が
深

く

意
識

さ

れ

且

そ

の
信

仰

が
普

遍

的

な

も

の
と

な

つ
て
来

た
事

を
如

実

に
示

す

も
の

で

は

な

か

ろ

う

か
。四

以

上
、

仏
教

伝

来

以

後

、

奈

良

時

代

を
通

じ

て
観

音
信

仰

が
形

成

さ
れ

て
行

く
過

程

を
、

造

像
、

写

経

及
び

そ
の
経

典

奥

書
、

跋

文

そ

し

て

そ

の
他

資

料

か
ら

眺

め

て
来

た

の
で

あ

る
が
、

こ

こ

で

一
応

要

約
す

る
な

ら
ば
、

仏
教
俵

来

以
降

、

飛
鳥

時

代

に
於

て

は
未

だ

独

立

し

た
観

音

に
対

す

る
信
仰

と
云

う

も

の

は
見

ら

れ

な

い
の
で

あ
り
、

白
鳳

時

代

に
な

る

と
可

成

り
多

く

の
観

音

像

が
作

製

さ

れ

て

一
見
観

音

に
対

す
る

信
仰

が
あ

る

か

の
如

き
感

を
受

け
る

の

で

あ
る

が
、

そ

れ

等

造

像

の
意

図

を

見

る
時

、

他

の
諸
仏

の
造
像

意

図

と
全

く
同

一
範
疇

に

属

す

る
も

の
で

あ

る
事

が

知

ら

れ

、

観

音

独
自

の
性

格

を

う
ち

出

し

た

も

の

は
な

く
、

こ

こ

に
も
観

音
信
仰

と

し

て
纒

つ

た
も

の
を

見

る

事

は
出

来

な

い
。

し

か

し

そ

う

し
た

反

面
鑿

徳

太
子

の

「
法
華

経

義

疏
」

の
作
製

は

観
音

信
仰

の
形

成

に
関

し

重

大

な
意
味

を

含

ん

で

い
る

と
思

う
。

天

平

時

代

に
な

る
と
既

に
述

ぺ
た
如

く
、

天

平
写

経

中

、

観

音

を

説

く
法

華

経

が
最

も
多

く

を
数

え
、

そ

の
写

経

の
意

図

に
も
現

世

利
益
的

な
色

彩

を
濃

辱

に
持

ち
、

又
、

政

治

上
、

或

は
生

活

の

上

に
観

音

の
力

を
借

り

利
益

を
得

よ

う

と
す

る
事

が

強

ぐ

う
ち
出

さ
れ

て
来

た

の

で
あ

る
。

こ

の
事

は
、

観
音

菩

薩

が
現

世

に
於

て
あ
ら

ゆ

る

人

々
を

救

済

し
、

あ

ら

ゆ
る

苦

し

み
を

除
く

と

云

う
性

質

を

人

々
が
理

解

し
把

握

し

た
事

を
意

味

す

る

も

の

で
あ

る
。

こ

こ
に
観

音

に
対
す

る
信
仰

が

醐
つ

の
纒

っ
た
も

の

と

し

て
特

異

な
性

絡

を
あ

ら

わ

す

に
至
つ

た

の

で
あ

り
、

そ

れ
が
後

世
巡
礼

、

或

は
補
陀

落
信

仰

へ
と
展

開

し

て
行

く

の

で

あ

る
。
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こ

う

し

た
事

を
内

面
的

に

見

る
な

ら

ば
、

当
時

の
時

代

思

潮

が

ど

こ

ま

で
も
現

世

と
云

う

立
場

に
立

つ
て
、

過
去

を

思

い
未

来

を

思

う
事

で

あ

つ
た
事

か

ら
、

そ
こ

に
現

匿

利

益

を
説

く
観

音
菩

薩

の
性

格

が
、自
覚

さ
れ

且

理
解

さ
れ

て

行

く
事

に

よ

つ
て

時

代

思

潮

と

一
致

し
、

観
音

信

仰

の
形
成

発
展

を

促

し

た

と
考

え
ら

れ

る

の

で

あ
る
。

そ

れ

が

天

平

以
後

で
あ

る
事

は
、

そ

れ
以
前

の
信
仰

が
仏

教
自

体

ま
だ

日
本

人

の
間

に
吸
収

消

化

さ
れ

て
お

ら

な

い
間

の

も
の

で
あ

り

、

諸

仏

に
対

す

る
意

識

が
混

同

さ
れ

て

い
た
事

に

よ
る

の

で
あ

ろ

う
。

又

こ

こ

に
初

期

仏

教

の
も

つ
限

界

が

あ

る
と

思

う

の

で
あ

る
。

(
尚
紙
数
の
関
係
で
参
考
と
す
る
註
は
全
部
省
略
し
た
事
を
御
了
承
願
砲
度

い
)
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